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研究の全体概要 

最近になって海洋プラスチックごみによる海洋生態系への影響が懸念されており、この問題は国際社

会に課せられた地球的課題となっている。本研究プロジェクトは、海洋プラスチックごみの沿岸～地球

規模での海洋中の分布状況及び動態に関する実態把握及び予測を行う数値モデリング（研究テーマ１）、

海洋プラスチックごみ及びそれに含まれる化学物質による生物影響評価（研究テーマ２）、海洋プラス

チックごみのモニタリング・計測手法等の高度化に関する研究（研究テーマ３）の３つの研究テーマに

より構成される。これらの研究テーマを相互に関連させ、あるいは成果を相互に活用しつつ、海洋プラ

スチックごみに係る動態・環境影響を体系的に解明することを目的とする。本研究プロジェクトでは、

現状と将来の海洋プラスチックごみの存在状況や輸送量を明らかにし、特にマイクロプラスチックによ

る低次から高次の生態系を視野に入れた生物影響を検証していく。海洋プラスチックごみの現存量やそ

の将来予測には、海流や波浪による物理的な輸送系だけではなく、生物付着に伴う沈降などを含む新た

な「海洋プラスチック循環論」の構築が必須である。本研究プロジェクトで取り組む海洋生態系に対す

る影響評価は、本研究プロジェクトが確立する海洋プラスチック循環論に裏打ちされた浮遊密度の知見

を積極的に取り入れてゆく。 

 本研究プロジェクトのうち、研究テーマ１は海洋プラスチックごみ（主にマイクロプラスチックを

扱う）の数値輸送モデル（シミュレーション）の構築を行う。モデルは、廃プラスチックの海域負荷量

を文献値で与え、これらが海岸で破砕され微細片が生成される過程や、海流や波浪による物理的な輸送

に加えて、海岸との交換や、生物付着に伴う沈降等の海洋プラスチック循環の諸過程を組み込んでいく。

そのために、例えば生物への取り込み速度や下層への沈降率など、海洋プラスチック循環の諸過程をパ

ラメタライズする循環素過程の研究を行う。研究テーマ１が明らかにするマイクロプラスチックの現存

量や将来量の見積もりは、研究テーマ２に供される。研究テーマ２では、小魚や節足動物等の比較的低

次の生態系から、海鳥等の高次生態系まで幅広い生態系を対象とするが、いずれの生態系を対象にする

場合でも、海洋プラスチック量の確からしい見積もりが得られることにより、現在及び将来における実

際の海洋環境を意識しつつ、海洋生物への影響評価実験の設計及び実験結果の考察をより現実的な形で

行うことが可能となる。研究テーマ１と２の密接な連携で、より確からしい海洋プラスチック汚染の将

来像を、学術分野のみならず行政や社会に向けて発信することが可能となるが、その一方で、海洋循環

モデルの精度検証には十分な観測データが必要不可欠である。研究テーマ３では、モデルの精度検証を

多様な海洋セクターで可能にすべく、表層下や海底質にまで対象を広げた、高度化された海洋プラスチ

ックごみのモニタリングを確立させる。さらに、研究テーマ３ではこれまでの海洋プラスチック汚染研

究では観測が困難であった極微細片を観測する技術開発に取り組む。浮遊極微細片と海底質に含有され

るものを対象とした海洋プラスチックごみの分布を明らかにすることで、研究テーマ１に新たな計算対

象を、研究テーマ２には生物影響の新たなパスを示唆するだろう。 
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